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vol. 71 Shomei Tanteidan Tsu-shin

国内調査　北陸-能登半島めぐり
北陸新幹線開通により各地から訪れやすくなった北陸地方

の初調査。北陸地方の中核都市、金沢でのシンボリックな

光の在り方と、都会から離れた町での生活に根ざした根源

的な光の在り方とをめぐってきました。
2015.09.01-09.04　　瀬川佐知子 + 本多由実　

（上）

南半球一の高さを誇る地上２８５ｍの展望台、 ユー

レカスカイデッキから見下ろしたメルボルン。

オフィスビルの窓明かりは多くが消え、 かつ立ち並

ぶビルに隠れて地上の光が見えないので、 中心街

は暗く感じられ、 島のようだ。 写真下でオレンジ色

に明るく零れるのは、 駅舎からの漏れ光。

■自然の中で「使う」光
例年より早く日本に停滞してしまった秋雨前
線の中、石川県小松空港へ到着。新幹線では
なくあえて飛行機利用にしたのは、空港近く
の梨園を見学するためだった。30 分前に到着
する予定だった別便は悪天候のため羽田に引
き返すほどの豪雨。なんとなくこれからの旅
の運命を感じつつ、先程までの豪雨で樹木の
枝などが散乱している道路を車で走ること約
20km、目的の梨園に着いた。道路灯は一切
無く、あたりは真っ暗。照度計はまったく反
応しない。近くに車を止め、私道を少し歩く
と暗闇のなか突如、黄色の蛍光灯が立ち並ぶ
梨園が眼下に広がった。雨上がりで霞んでい
たのも相まって、幻想的な異世界のような光
景。人がいない中で整然と灯った光に、工場
夜景のように近未来的な印象を受けた。
奥谷町の梨園では農薬を使わない栽培を目指
して、7 月末から 9 月の夕刻から明け方まで
約 1500 灯の防蛾灯を点灯している。黄色の
着色バルブに単色光の蛍光物質を散布した鮮
やかな黄色のランプに蛾が昼間と勘違いして
寄り付かないらしい。

「東京から来た」と言うと、梨園の人は「何の
ためにわざわざ？」と訝しげだった。ここで
は光は楽しむものではなく「使う」ものである。

■受け継がれる祭りの灯り
翌日は早朝出発で輪島を経由して能登半島先
端へ向かった。能登半島ではキリコと呼ばれ
る巨大な灯籠を担ぐ祭りが各地で行われるこ
とで有名である。祭り開催日ではなかったが、
輪島のキリコ会館に立ち寄り、江戸時代のも
のから現役のものまで観賞した。キリコは本
体が直方体の形状で文字や絵が描かれ、彫刻
や人形、提灯や行灯で飾られている。内部に
灯りをいれ、御神灯として神輿を先導する役
目を持つ。最大で高さが 10 ｍを越すキリコ
は和紙を透かして柔らかな光を放っていた。
今でこそ光源は電球で、人工的な揺らぐ光を
使っているものもあったが、蝋燭の火を使っ
ていた頃はより幻想的に揺らめいていたのだ
ろうと想像した。

■自然の中で「変化」する光
その後、海から昇る朝日と、海に沈む夕日の
両方が見える禄剛崎を目指して半島の最先端

（上）

輪島のキリコ会館。大空間に10mものキリコが立ち並ぶ姿は圧巻。

（左）

調査マップ

鉄道交通網から離れた能登半島の先まで行ったのち、 都市部　

金沢の調査に向かった。

（左）

ビクトリア期の面影を残すフリンダースストリート駅

の後ろには、 スカイデッキを有する超高層住宅ユー

レカタワー。 公共交通のトラムがレトロな車体で街

を縦横に走っていく。

新旧が共存するメルボルンらしい風景。

1 奥谷町（梨園）

２ 輪島
３ 禄剛崎灯台

４ 金沢

黄色い光が広がる梨園。 山に囲まれて他の光が届かない

夕暮れ時、 雲越しに空の色の変化を見る 通常はレンズを回転させて光を点滅させるが、 禄剛崎灯台は遮蔽

板を回転させるという珍しい仕組み。
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へ向かった。調査日はあいにくの曇天だった
が、雲の切れ間から夕日をうけて空が赤く染
まっていき、あたりがすっと暗くなるという
時間の流れを、周りに人工的な光が全く無い
場所で全身で体感できた。日が暮れたのち、
岬には灯台の光だけが残された。暗く沈んだ
海に向けてただ放たれる光はそれ自体が強力
な意味と存在感を持つ。何かを照らすための
光でも、精神的なものでもない、極めて機能
的な光の在り方にここでも出会った。
ふもとの集落では夜道は真っ暗で出歩く人も
いない。明るい都会の夜に慣れた身には、生
活リズムも夜の町の暗さも新鮮だった。

■城下町の「おもてなし」の光
3 日目は中世からの中核都市、金沢の調査を
行った。茶屋町や城址といった歴史的な景観
と美術館などの現代建築が隣接している場所
で、｢ 金沢 ｣ のイメージをかたちづくる光の
使われ方に着目した。
まず市内を見下ろしてみると、茶屋町は黒い
瓦屋根が連なり暗く沈んでいる。白い街灯の
光がちらほらと見える中、間を流れる川に架
かる橋と茶屋町には暖色系の光の街灯が並び、
ひときわ目立っていた。遠くに見える金沢城
の城壁がライトアップされてくっきりと浮か
び上がるのかと予想していたが、ほんのり照
らされる程度でそこまで目立っていないのが
意外だった。

茶屋町の和の灯りのしつらい
金沢の主な茶屋町のうち、川をはさんだ２つ
の町を訪れた。ひがし茶屋は物販店が多く、
夕方には店舗が閉じ、期待していた格子から
の漏れ明かりも少なかった。ただ、17 時ごろ
にガス灯が灯り始めると、散策中の観光客は
こぞってカメラを構えていた。
一方、川をはさんだ主計町茶屋は食事処や料
亭が多く、夜になると人の気配をより感じる
場所である。玄関先の和風ブラケットや提灯、
格子戸の裏に行灯が灯されて、和の雰囲気を
演出していた。入り組んだ小路の奥にぽつん
と見える提灯も魅力的だった。
川沿いの通りでは街路灯としてガス灯が約
10m ピッチで設置されていたが、道路の中心
部分で 3-5lx で茶屋町の雰囲気に合わせ暗め
に設定されていた。ガス灯の支柱は川沿いの
樹木にあわせた深緑色、周辺の道路の街路灯
は建物にあわせたこげ茶色で、周囲に溶け込
むよう昼の景観も考えられていた。
しかし、建物によっては室内に白い蛍光灯を
用いているところがあったり、あたたかい光
色の本通りを一本裏道に入るとまぶしい白色
LED の街路灯が設置されていたりと、完全に
は光が整わない歯がゆさもあった。

表情を変える城壁　　　　　　　
金沢の中心部は金沢城の城址公園として整備さ

浅野川大橋から主計町茶屋を望む

主計町茶屋のスケッチ主計町の浅野川沿い灯りがともりはじめた夕暮れのひがし茶屋

基本的に電球色の灯りだが、建物によっては白い蛍光灯で、

ランプも道路から見えているのが残念。

和の灯りのおもてなし

日没頃の金沢の街を見下ろす。 左側の小高いところが金沢城址で、 黒い森の陰のなかにライトアップされた城壁が見える。 右側の高

い建物が多いエリアが金沢駅前で、 手前の暗いエリアが茶屋町。 橋の上にあるナトリウム灯のオレンジ色が目立っている。
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れ、美術館などの文化施設が集まるエリアとな
っている。段上に高く積みあがる城壁は昼間は
威厳をみせつけるが、夜になるとアップライト
のグラデーションと階段や樹木のシルエットで
層状の奥行き感がでてやわらかい雰囲気に表情
をかえていた。
城壁アップライト用の投光器はメタハラ 70W、
3000K で、上部に遮光板がつけられて石壁の
みに光がかかるよう考慮され、歩行者へのグレ
ア対策ともなっていた。金沢城と兼六園の間の
歩道は片側配光のボラードが 7 ｍおきに設置
されて歩道面は 2-10 ルクス。頭上にかぶさる
街路樹は照らされていないのだが、横にはアッ
プライトされた城壁が続いているためほどよい
明るさ感は保たれていた。
旧県庁舎との間には車道を挟んで広場が整備さ
れている。堀沿いの柵は歩道への照明を兼ねて
いるのだが、スプレッドレンズによって光が足
元のみに伸びるよう調整されていて、点状に連
なる光は見えるもののグレアは全くなかった。
照明器具自体の工夫のほかにも、地面の起伏に
より歩行者の視線から車が隠れるという設計も
巧みで、全体的に景観整備が行われているのが
よくわかった。芝生も綺麗に整備され、天気が
よければ気持ちよくいられる広場である。
ライトアップの明るさは各所ともほどよく抑
えられ、また、電球色の光と石や木といった
自然素材の組み合わせで眼に入る色の種類も
統一感があり、しっとりと趣のある夜景で古
都のイメージを形成していた。一方で、隣接
する繁華街ではアーケードやサインのカラフ
ルで明るい光が氾濫する賑やかな光環境も顕
在だった。

■新幹線開通に湧く駅と車内の「おもてなし」
北陸新幹線の開業に伴いリニューアルした金沢
駅は、鼓門といわれる朱色の大きな門が目を惹
く。その後ろには「もてなしドーム」と呼ばれ
る大きな傘をイメージしたガラス張りのドーム
がある。駅を降りた人にそっと傘を差し出す・・
まさに今回の旅で実感した北陸の天気にぴった
りのテーマである。
夕刻になると鼓門をはじめ、もてなしドームも
ライトアップされるが、どちらも写真で見るよ
りずっと穏やかな光である。
ドーム内の通路は 20lx 程度、バスのりば入口
でも 80lx 程度と明るさを抑えていた。ドーム
自体も煌々と照らされていない。鼓門は一番高
い軒下が 12m 程度あり、そこを両端に通って
いるバスのりばとタクシーのりばのキャノピー
から計 4 台のスポットライトで表面の軒下を
照らしていた。まわりには植栽と一緒になった
ベンチが置かれており、鼓門からの柔らかい光
によりに人々の憩いの場所となっていた。
その反面、駅のコンコースは昼夜問わず
700lx 程度で、さらにラチ内になると 1000lx
を超える場所もあり、かなり明るい設定とな
っている。　

新旧の対峙。 旧県庁舎はリノベーションにより城壁側がガラス貼りの現代建築となっている。 あいだの広場は、 落ち着いて城壁を眺め

られる心地よい暗さに保たれている。

金沢城と兼六園の間を抜ける百閒堀通りの歩道。

城壁アップライトはほどよい輝度感だが、 歩道のボラードが眩しい。

城址まわりのしっとりとした明るさの裏で・ ・ ・繁華街では光が氾濫。

やわらかく発光しているように見える金沢 21 世紀美術館の夜景。

雨が多い気候柄か、 アーケードが多い印象を受けた。

新しい竪町商店街には街路灯がない。 店舗 3 階くらいの高さに張

り出した庇からの照明でベースをとっている。 ( 写真は昼の様子 )

近江町市場もアーケードになっている。

グレア対策された器具

百閒堀通り断面スケッチ。 照明の要素は多め。
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昼のもてなしドーム ： 自然光の下、 多くの人が憩っている 夜のもてなしドーム ： 落ち着いた明るさ

金沢駅の顔、 鼓門。 両サイドから照らされている。

ホームの白くて明るい光の帯が目立つ

グランクラス車内の様子

内装色が赤みがかっているためか、 色温度は３２００K 

グランクラス座席。 頭の横についているのが手元灯。 グランクラスとグリーン車間にある洗面台

コンコース（手前）とラチ内（奥）とで色温度がはっきりと切り替わる。新幹線入口の光柱には和紙が使われている。

目が覚めるほど明るいホーム

調査のトリは北陸新幹線グランクラス。赤茶色
を基調としたモダンの中に和のテイストが取り
入れられている車内である。車内は全体的に柔
らかい光で落ち着いた空間となっているが、窓
を縁取った間接照明など、少し SF 映画に出て
くるようなイメージも兼ね合わせていた。色温
度は 3200K 前後で想定していたよりも高かっ
た。グリーン車の方が色温度が低く 3000K で
あったが、照度はグランクラスの方が暗く全体
で 50lx 程度。ただ、読書灯が各座席にあり、
手元のあかりは十分だった。頭の横から出てい
るので眩しくなく、フェード具合も心地よかっ
た。社内の落ち着いた光環境は快適で、逆に短
時間で到着できるのが物足りなく感じられるほ
どであった。
少 し 残 念 だ っ た の が ア メ ニ テ ィ の 空 間 が
5000K と急に高色温度の世界になることであ
る。せっかく落ち着いた空間を満喫しているの
だから、トイレなどに行くときもその気分を持
続させたかった。

■まとめ
金沢のことわざに「弁当忘れても傘忘れるな」
とあるように、今回の調査は天候に恵まれず、
自然光を求めて行った能登半島の調査はなかな
か困難だった。その代わり、普段東京では味わ
えない「闇」と「静寂」を得られることができた。
金沢には数年前に行ったことがあったが、その
ときとは違う活気を感じた。活気は増えたもの
の、茶屋町や駅前広場周辺では落ち着いた光を
維持しており、城下町としての気品を感じた。
欲を言えば、駅構内ももう少し照度を落とし、
落ち着いた空間にできなかったかと感じた。

（瀬川　佐知子）

最低限の光のみの暗い夜を体験した後に街に戻
ると、夜の光の量と人々の活動の連動がより強
く感じられた。金沢では「和」を意識させる穏
やかな灯りが多いことは予想していたが、隣接
する 21 世紀美術館や金沢駅のドームではガラ
ス建築ながら、昼間とは真逆の印象のやわらか
い光環境となっていたのが意外で、心地よかっ
た。主な観光エリアから進められている夜景整
備が地元の人で賑わうエリアではどのように展
開されるのか、今後も楽しみだ。

（本多　由実）
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第 52 回街歩き：大阪
～なにわの光を見つける～

2015.10.03　古川智也 + 坂口真一 + 田村聡 + 玉野有花 + 岩永光樹 + 東悟子

光と水の都市大阪。大阪は新たな都市の魅力として、

この２つのキーワードに関連した数々のプロジェク

トを行ってきている。なにわの光の魅力と課題は何

か。関東からも 10 名の団員が参加し東西の団員集

まっての街歩きとなった。

ぜひ、大阪で街歩きがしたい。そんな言葉から
今回の企画はスタートしました。大阪らしい光
はなんだろう、大阪の光の英雄は？大阪が取り
組んでいる光の街づくりはどんなだろう？そし
てなにより、大阪の人にも街歩きを体験してほ
しい。東京の人が大阪の夜をみたらどんな感
じ？そんなコンセプトで今回の街歩きは実現し
ました。東京からは 10 名、そして地元大阪か
ら 28 名の方が参加して、金曜日で人が溢れか
える大阪の街を歩きました。　　　（坂口真一）
■オリエンテーション
中之島バンクスのカフェを貸しきって開かれた
オリエンテーション。東京の街歩きにはなかな
か参加することが難しい照明探偵団関西メンバ
ーも集まり、会場は熱気に溢れていました。面
出団長の挨拶を皮切りに、田中謙太郎さんによ
る大阪が取り組んでいる「大阪光のまちづくり
計画」の解説、大阪の照明デザイナー長町さん
の街歩きルートの説明があり、これから出会で
あろう未知なる光の事件に心が躍りました。
街歩きは関西在住チームと関東在住チームの２
班に分け実施。それぞれを面出団長と長町さん
がリーダーになり引率。関西チームは面出団長
の意見を聞きながら、関東チームは長町さんの
大阪の解説を聞きながら歩くという趣向にし
て、それぞれの光の感じ方に違いが出るかも比
較してみることにしました。　　　（岩永光樹）

オリエンテーションの様子 護岸のライトアップを説明する田中団員

金曜日の賑わう大阪での街歩き

川から見ると大阪の光の在り方がよく観察できる



6   　照明探偵団通信 vol. 71

■堂島大橋～天満橋　
まず堂島大橋の袂から遊覧船にて中之島沿いを
上流に向かい進みました。橋にはそれぞれに工
夫された美しいライトアップが施されており、

「水都」の表現を堪能できました。高速道路の
高架橋の柱など、魅せるのが難しそうな箇所も、
きれいな光があてられていました。私の一番の
お気に入りは、波打つ水面を照らしていたとこ
ろで、揺らぎが非常に心地よかったです。川か
ら眺めるライトアップ、臨場感たっぷりで最高
でした！　　　　　　　　　　　　　（田村聡）
■道頓堀界隈
遊覧船を降り、タクシーで御堂筋を南下、道頓
堀へ。大阪を代表するグリコのネオン看板はリ
ニューアルされ、LED が導入されました。…
が、ここで賛否両論、関東メンバーは「大阪ら
しい！」、関西在住メンバーは「前のほうがよ
かった」という意見が多く聞かれました。
道頓堀川沿いはどの店も川に表を向けており、
川と人との関係が近く感じられました。川の至
る所に集う灯りが施され、川べりの賑わいを創
出していました。
法善寺ではガス灯を発見。伝統的な灯りの傍ら、
明るいスポットライトが残念でした。横丁や路
地では、赤提灯が良い雰囲気を作り出していた
ように感じます。　　　　　　　　（玉野有花）
■新世界と飛田新地
大阪のシンボル「通天閣」は、演色性の高いカ
ラフルなＬＥＤの光が高度に点灯制御され、小
気味良く変化する 4 面の広告と相まって、光の
英雄でした。ただ、脚部天井に復刻された、花
園とクジャクの絵画の照明では、光源が写り込
んでいるのが気になりました。一方、飛田新地
エリアの街路灯と看板照明は、フォルム・色温
度・配灯が統一されており、オレンジ色の光で
ゾーニングされた光景は、他の都市では見られ
ない特別なものでした。               （古川智也）
■懇親会ーそれぞれの英雄と犯罪者
懇親会は大阪の近代建築を代表する芝川ビルの
テラスで開催。外の気持ちいい空間での懇親会
はざっくばらんに話すにはとてもいい環境でし
た。各チーム英雄と犯罪者 5 つを選び発表。関
東と関西チームに分けたのがよかったのか、で
てきた英雄と犯罪者は全く違うものでした。関
東チームの英雄 No.1 はグリコ看板。アイコニ
ックな看板はやはりなにわのあかりを表す象徴
として選ばれたようでした。犯罪者 No.1 は輝
度の高い防犯灯。一方関西チームの英雄 No.1
は飛田新地の統一された看板や行灯。犯罪者
No.1 は眩しい防犯灯でした。
犯罪者のワースト１が東西共通して防犯灯だっ
たのが、日本中どこにいってもＬＥＤ化されて
眩しくなってしまった防犯灯の問題点を浮き彫
りにしてると感じます。移動距離が長く、盛り
だくさんの街歩きとなりましたが、地元の人も
見方が変わった、新しい発見があったなど、う
れしいコメントを多く聞けてすばらしい会にな
りました。　　　　　　　　　　　　（東悟子）

大阪の夜景と言えばこのグリコ看板

懇親会の様子

さまざまな看板が夜の賑わいを作っている 長町さんの解説を聞きながらの街歩き

どの店舗も川を向いて建っており、 水と人とが近い関係にある 通天閣



【照明探偵団の活動は以下の 19 社にご協賛頂いております。】

ルートロンアスカ株式会社　

岩崎電気株式会社　　

カラーキネティクス ･ ジャパン株式会社

株式会社遠藤照明　

パナソニック株式会社

ライトアンドリヒト株式会社

大光電機株式会社　

株式会社 YAMAGIWA

マックスレイ株式会社

DN ライティング株式会社　

東芝ライテック株式会社

コイズミ照明株式会社

マーチンプロフェッショナルジャパン株式会社

ルイスポールセン　ジャパン株式会社

湘南工作販売株式会社

トキ ・ コーポレーション株式会社

山田照明株式会社　

株式会社 Modulex

三菱電機照明株式会社
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